
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有 
四半期決算説明会開催の有無    ：無 
  

 

   

 

 

 
  

 
  

   

 

 
 (注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しておりま

す。 

  

  

 
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株

式(非上場)の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

  

 

 
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 
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(百万円未満切捨て)

１．平成24年３月期第３四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年12月31日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第３四半期 19,184 △3.1 1,514 112.6 1,503 96.4
23年３月期第３四半期 19,802 △0.9 712 △58.1 765 △53.7

(注) 包括利益 24年３月期第３四半期 △865百万円(―％) 23年３月期第３四半期 △276百万円(―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第３四半期 9.71 3.79
23年３月期第３四半期 3.88 1.96

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第３四半期 1,283,235 49,160 3.8

23年３月期 1,211,466 50,750 4.1

(参考) 自己資本 24年３月期第３四半期 49,003百万円 23年３月期 50,608百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ― 1.50 ― 1.50 3.00

24年３月期 ― 1.50 ―

24年３月期(予想) 1.50 3.00

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,200 △0.8 1,500 △28.9 1,500 14.1 9.06



  

 

 

 
  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）
： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期３Ｑ 129,714,282株 23年３月期 129,714,282株

② 期末自己株式数 24年３月期３Ｑ 16,357株 23年３月期 16,085株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年３月期３Ｑ 129,698,087株 23年３月期３Ｑ 129,703,098株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



　○ 種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

1.73 

24年3月期

24年3月期
（予想）

―

23年3月期

第Ⅲ種優先株式
年　間　配　当　金

― ―

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期　末

1.73 3.46 

合　計

―1.62 

1.62 3.24 
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損益状況につきましては、経常収益は、有価証券利息配当金が増加しましたが、貸出金利回りの低下による貸出

金利息の減少と国債等売却益及び株式売却益が減少したこと等から前年同期比６億18百万円減少の191億84百万円と

なりました。 

 一方、経常費用は、預金金利の低下による預金利息の減少と貸倒引当金繰入額の減少等から、前年同期比14億19

百万円減少の176億70百万円となりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計会計期間の経常利益は、前年同期比８億２百万円増加の15億14百万円となりま

した。また、四半期純利益は、経常利益増加と特別利益として東日本大震災の影響による貸倒引当金の戻入益１億

49百万円を計上したこと等から、前年同期比７億38百万円増加の15億３百万円となりました。 

  

うち銀行業の経常収益は前年同期比５億10百万円減少の186億93百万円、経常費用は前年同期比12億32百万円減少

の173億74百万円となりました。その結果、経常利益は前年同期比７億21百万円増加の13億19百万円となりました。

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、貸出金及びコールローン、有価証券等の増加により前連結会計年度末

比717億69百万円増加の１兆2,832億35百万円となりました。負債は、預金等の増加により前連結会計年度末比733億

60百万円増加の１兆2,340億75百万円となりました。また、純資産はその他有価証券評価差額金の減少等により、前

連結会計年度末比15億90百万円減少の491億60百万円となりました。 

 主要な勘定残高につきましては、貸出金は前連結会計年度末比44億88百万円増加の8,981億63百万円となりまし

た。有価証券は前連結会計年度末比312億72百万円増加の2,841億44百万円となりました。総預金（譲渡性預金含

む）は前連結会計年度末比627億22百万円増加の１兆1,955億32百万円となりました。 

  

当第３四半期連結累計期間の経常利益及び四半期純利益につきましては、当第３四半期時点で平成23年５月13日

に公表した平成24年３月期の業績予想を上回っておりますが、今後の与信関係費用の発生の可能性等も考慮し、現

時点において業績予想の修正はありません。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

①会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日)を適用しております。 

なお、「金融商品会計に関する実務指針」(日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号)に基づき、当第３四

半期連結累計期間の「償却債権取立益」は、「その他経常収益」に計上しておりますが、前第３四半期連結累計期

間については遡及処理を行っておりません。 

  

②役員退職慰労引当金 

平成23年５月13日開催の取締役会において役員退職慰労引当金制度の廃止を決議し、平成23年６月28日開催の第

163期定時株主総会において役員退職慰労金を打ち切り支給することを決議いたしました。 

これにより、当第３四半期連結累計期間において「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打ち切り支給未払い分

131百万円については「その他負債」に含めて計上しております。 

  

③法人税率の変更等による影響 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律

第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」

（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。 

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.44％から、平成24年４月

１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等につい

ては37.75％に平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については35.38％と

なります。この税率変更により、繰延税金資産が451百万円、繰延税金負債が５百万円それぞれ減少し、その他有価

証券評価差額金が５百万円、法人税等調整額が451百万円それぞれ増加しております。 

また、欠損金の繰越控除制度が平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100

分の80相当額が控除限度額とされることに伴い、繰延税金資産は95百万円減少し、法人税等調整額は95百万円増加

しております。 

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）追加情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

現金預け金 33,023 32,000

コールローン及び買入手形 9,000 45,500

商品有価証券 223 226

有価証券 252,872 284,144

貸出金 893,675 898,163

外国為替 447 553

その他資産 8,177 8,272

有形固定資産 17,457 17,105

無形固定資産 1,542 998

繰延税金資産 5,138 5,067

支払承諾見返 7,761 7,700

貸倒引当金 △17,853 △16,497

資産の部合計 1,211,466 1,283,235

負債の部   

預金 1,124,660 1,188,412

譲渡性預金 8,150 7,120

借用金 1,600 9,240

外国為替 21 21

社債 5,800 5,800

その他負債 5,965 9,572

退職給付引当金 3,564 3,578

役員退職慰労引当金 128 －

利息返還損失引当金 5 3

睡眠預金払戻損失引当金 314 218

繰延税金負債 24 38

再評価に係る繰延税金負債 2,718 2,368

支払承諾 7,761 7,700

負債の部合計 1,160,715 1,234,075

純資産の部   

資本金 17,700 17,700

資本剰余金 22,986 22,986

利益剰余金 6,594 7,389

自己株式 △1 △1

株主資本合計 47,279 48,074

その他有価証券評価差額金 △473 △3,197

土地再評価差額金 3,803 4,126

その他の包括利益累計額合計 3,329 928

少数株主持分 141 156

純資産の部合計 50,750 49,160

負債及び純資産の部合計 1,211,466 1,283,235
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
  四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

経常収益 19,802 19,184

資金運用収益 16,566 16,339

（うち貸出金利息） 14,499 14,040

（うち有価証券利息配当金） 2,017 2,256

役務取引等収益 2,383 2,475

その他業務収益 438 197

その他経常収益 412 171

経常費用 19,089 17,670

資金調達費用 1,928 1,499

（うち預金利息） 1,680 1,286

役務取引等費用 1,321 1,134

その他業務費用 45 966

営業経費 13,112 12,911

その他経常費用 2,681 1,157

経常利益 712 1,514

特別利益 283 161

固定資産処分益 35 10

貸倒引当金戻入益 － 149

償却債権取立益 248 －

その他の特別利益 0 1

特別損失 182 51

固定資産処分損 27 19

減損損失 63 31

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 91 －

税金等調整前四半期純利益 813 1,624

法人税、住民税及び事業税 46 60

法人税等調整額 △0 60

法人税等合計 46 120

少数株主損益調整前四半期純利益 767 1,504

少数株主利益 2 0

四半期純利益 765 1,503
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  四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 767 1,504

その他の包括利益 △1,043 △2,370

その他有価証券評価差額金 △1,045 △2,708

繰延ヘッジ損益 1 －

土地再評価差額金 － 338

四半期包括利益 △276 △865

親会社株主に係る四半期包括利益 △278 △881

少数株主に係る四半期包括利益 2 15
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当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日）  

該当事項はありません。  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日）  

該当事項はありません。  

  

当行は、平成23年４月11日付で、株式会社仙台銀行（取締役頭取 三井 精一、以下「仙台銀行」とい

います。）との経営統合の時期を平成24年度中の可能な限り早い時期を目処として延期する旨をお知ら

せしておりましたが、平成24年１月25日に開催された取締役会において、株主総会の承認及び監督官庁

の認可を前提として、下記①のとおり、平成24年10月１日を共同持株会社設立予定日として、仙台銀行

と経営統合することにつき、両行間で協議を進めることを決議いたしました。 

  

①延期後の共同持株会社設立予定日について 

両行では、平成23年３月11日に発生いたしました東日本大震災（以下「大震災」といいます。）を受

け、地域経済の復興に向けた支援を最優先する見地から、平成23年４月11日付で、両行の経営統合の時

期を平成24年度中の可能な限り早い時期を目処として延期する旨決定いたしました。その後、同年５月

18日には両行間の経営統合委員会を再開し、震災復興支援に関する両行間での連携等のほか、経営統合

に向けた準備を進めてまいりました。  

また、この間、仙台銀行は、復興支援に本格的に取り組んでいくための堅確な財務基盤を構築するべ

く、金融機能の強化のための特別措置に関する法律に基づき、平成23年９月30日に第Ⅰ種優先株式を発

行し、自己資本の増強を実施いたしました。 

以上のとおり、両行は、被災地金融機関の責務として、経営統合を一旦延期のうえ震災復興・地域振

興のための取り組み・基盤強化を優先して進めてまいりましたが、大震災以降10ヶ月が経過し、復興支

援態勢をさらに強化するために、早期に経営統合を完了して新金融グループの総合力を発揮していくこ

とが重要であると判断し、今後の協議を進めるとの結論に至ったものであります。  

  

②今後のスケジュール（予定）  

平成24年１月25日   延期後の経営統合日の決定 

平成24年４月（予定） 経営統合に関する最終合意書（株式移転計画を含む。）締結  

平成24年６月（予定） 両行定時株主総会（株式移転計画の承認の決議）  

平成24年10月（予定） 持株会社設立  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）重要な後発事象
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(参考)　平成24年３月期　第３四半期決算説明資料

 平成24年３月期第３四半期(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)における四半期情報についてお知らせします。

 １．損益の状況【単体】

(単位：百万円)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

（注）23年12月期における与信関係費用には、債権売却益１百万円を含んでおります。

税 金

法 人 税 等 調 整 額（△）

法人税住民税及び事業税（△）

（△）

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ⑥

う ち 償 却 債 権 取 立 益

臨 時 損 益

業 務 純 益

-

806

1,170

第３四半期 第３四半期 平成23年３月期
増　減

平成23年３月期平成24年３月期 (参考) 前期

(９か月間) (12か月間)

12,008

25,643

20,758

20,459

19,363

1,080

315

△ 51019,204

△  19

3,599

544

-

576

3,191

3,980 3,231

3,618

△ 3,021△ 2,007

4,800

△ 2,835

706

△ 898

1,153

45

(B)  (A)－(B)

(９か月間)

資 金 利 益 14,697

経 常 収 益 18,693

(A)

（コア業務粗利益(①－②)）

239

1,057

△ 789

14,458

367

769

380

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

△ 629

52715,767

14,978 15,608

15,240

△ 777

業 務 粗 利 益 ①

3,327

5,660

11,787

5,582

コ ア 業 務 純 益 (③－②)

税 引 前 四 半 期 純 利 益 1,426

149うち震災による貸倒引当金の戻入益⑧

-

経 常 利 益

107

1,319

四 半 期 純 利 益 1,406

25

△ 4

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ⑥

特 別 損 益

-

-

うち震災による貸倒引当金繰入額（△）⑦ -

24

294

-

1

1,964

△ 8118

△ 62

149

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) ②

業務純益(一般貸倒繰入前 )③

一般貸倒引当金繰入額（△）④ △  135

経 費（△）

人 件 費（△）

（△）物 件 費

483

う ち 株 式 等 関 係 損 益

うち不良債権処理額（△）⑤ 1,231

△ 618

674

△ 897

597

99

696

29

△ 6

-

-

△ 260

△ 32

△ 291

721

1,013

△  748

278

△ 116

5,588

5,843

72

4,501

7,478

7,741

737

4,800△ 408

748

288

△ 221

△ 1,157

△ 1,157 298

15,958

- -

△ 3

730

-

与信関連費用（④＋⑤－⑥＋⑦－⑧） 1,488△ 1,0161,212196

732

う ち 償 却 債 権 取 立 益 77 - 77 -

-

248

-

△ 248

　当第３四半期の損益状況は、経常収益は、前年同四半期比５億１０百万円減少し１８６億９３百万円と
なりました。経常利益は、前年同四半期比７億２１百万円増加し１３億１９百万円となりました。
　四半期純利益は、前年同四半期比７億３２百万円増加し１４億６百万円となりました。
　また、銀行本来の収益力を表すコア業務純益は、前年同四半期比７億４８百万円増加し３９億８０百万
円となりました。

㈱きらやか銀行(8520) 平成24年３月期 第３四半期決算短信

-8-



 ２．金融再生法に基づく開示債権【単体】

(単位：百万円)

%
ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ % %

３．時価のある有価証券の評価差額【単体】

満期保有目的の債券で時価のあるもの (単位：百万円)

国債

地方債

社債

その他

小計

国債

地方債

社債

その他

小計

(注) 時価は、当第３四半期会計期間末日における市場価格等に基づいております。

66

△ 105

合計 6,460 6,498 38 6,569 6,647 77 6,544

1,000

6,611

884 △ 115 1,000 894

884 △ 115 1,000 894

1,000 910 △ 89 1,000

910 △ 89 1,000

-

- - - - -

△ 105

- - - -

- - - -- - - -

172

- - - - - - - - -

5,762 192 5,544 5,7175,460 5,588 127 5,569

172

- - - - - - - - -

- -

5,460 5,588 127 5,569 5,762 192 5,544 5,717

- - -

- - - - - - -

平成23年３月末

四半期貸
借対照表
計上額

時価 差額
四半期貸
借対照表
計上額

時価 差額
貸借対照
表計上額

時価 差額

危 険 債 権 42,467 42,364

4,742 878,108 907,688

825,142 854,945

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債権

5,458 7,581 7,011△ 2,122 △ 1,552

平成23年12月末 平成22年12月末 平成23年３月末

41,092102 1,375

22年12月末比 23年３月末比

総 与 信 残 高 比 △ 0.34 △ 0.12 5.816.035.69

種類

平成23年12月末 平成22年12月末

- - - - - -

要 管 理 債 権 4,062 3,020 4,6391,041 △ 577

開 示 債 権 合 計 △ 977

総 与 信 残 高 912,431

860,442

時価が
(四半期)
貸借対照
表計上額
を超える
もの

時価が
(四半期)
貸借対照
表計上額
を超えな
いもの

52,966 52,743△ 754

5,497正 常 債 権 35,300

34,322

51,988

　当第３四半期末の金融再生法開示債権額は、前年同期比９億７７百万円減少し、５１９億８８百万円
となりました。また、総与信残高に占める金融再生法開示債権の比率は、前年同期比０．２２ポイント
低下し、５．６９％となりました。

　当第３四半期末のその他有価証券の評価差額は、３２億３４百万円の評価損となりました。
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その他有価証券で時価のあるもの (単位：百万円)

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

小計

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

小計

(注)１．四半期貸借対照表計上額は、当第３四半期会計期間末日における市場価格等に基づく時価により計上したもので

　　　　あります。

 　 ２．変動利付国債については、合理的な見積りに基づき算定された価額により評価しております。

４．中小企業等貸出金【単体】

(単位：百万円)

中小企業等貸出金比率 ％
ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ
％

中小企業等貸出金残高

3,160

平成23年12月末
23年3月末比

平成22年12月末
22年12月末比

種類

平成23年12月末 平成22年12月末 平成23年３月末

四半期貸
借対照表
計上額

取得原価
四半期貸
借対照表
計上額

取得原価 差額
貸借対照
表計上額

取得原価 差額

721,188 744,071754,748 10,67733,560

0.74 83.71 83.420.4584.16

74,911

286,257

22,936

3,564

29,882

13,825

279,482

86,180

276,247

42,434

211,346

4,702

56,383

244,927 245,420 △ 493

363

168,548

110,025

4,893

53,629

24,914 26,710 △ 1,796

73,440 77,171 △ 3,731

1,365 1,398 △ 33

36,866 37,332 △ 465

44,119 44,725 △ 606

5,887 5,995 △ 107

3,238

4,406 5,735 △ 1,329

171,486 168,248

315

36,180 35,583 596

28,781 28,465

2,163

2,072 2,049 23

104,011 101,848

140

134,865 132,363 2,501

441 300

(四半期)貸
借対照表計
上額が取得
原価を超え
るもの

(四半期)貸
借対照表計
上額が取得
原価を超え
ないもの

30,242

39,488

175,142

931

18,369

62,036

41,926

92,79493,998

18,560

173,200

571

62,584

合計

19,529

193,301

4,765

19,789

195,863

3,579

35,081

80,384

41,722

230

166,330

108,443

4,847

△ 3,124

△ 295

286,221

56,788

23,012

3,597

30,178

15,200

78,036

53,038

41,624

208,185

6,047

△ 190

△ 12

1,999

9,671

30,052

1,999

9,683

259

547

△ 3,234

191

△ 0

△ 203

△ 1,186

2,561

△ 5,796

△ 4,406

1,203

1,942

359

差額

132

810

590

45

1,581

平成23年３月末

％

2,217

36

△ 1,345

△ 32

△ 76

△ 404

△ 1,374

　中小企業等貸出金残高は、前年同期比３３５億６０百万円増加し、７，５４７億４８百万円とな
りました。
　また、中小企業等貸出金比率は、前年同期比０．４５ポイント上昇し、８４．１６％となりまし
た。
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５．預金等・貸出金残高【単体】

(単位：百万円)

 預金等

 うち個人預金

 貸出金

 うち消費者ローン

(注)１．預金等には、譲渡性預金を含んでおります。

　　２．消費者ローンには、住宅ローンを含んでおります。

６．預かり資産残高【単体】

(単位：百万円)

 投資信託

 公共債 (国債等)

 個人年金保険

 合　計

883,002

891,950

238,293

平成23年12月末 平成22年12月末 平成23年３月末

1,133,411

240,257 △ 767 1,964

22年12月末比 23年３月末比

1,196,218 46,484 62,807 1,149,733

901,087 19,746 18,084 881,341

896,790 35,351 4,840 861,438

241,025

平成23年12月末
22年12月末比

100,346

10,336

51,150

平成22年12月末

40,475 △ 10,674

10,843

9,680

23年３月末比

9,144

△ 10,489 50,965

平成23年３月末

△ 15

161,346

111,189

△ 656

△ 486

9,695

102,045

162,706△ 1,360 161,832

　投資信託は前年同期比１０６億７４百万円、公共債は前年同期比６億５６百万円減少しました
が、個人年金保険が前年同期比１０８億４３百万円増加し、預かり資産残高合計では、前年同期
比４億８６百万円減少の１，６１３億４６百万円となりました。

　預金等残高は、個人預金及び公金預金等の増加により、前年同期比４６４億８４百万円増加し、
１兆１，９６２億１８百万円となりました。
　また、貸出金残高は、中小企業等貸出金残高の増加等により、前年同期比３５３億５１百万円増
加し、８，９６７億９０百万円となりました。
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